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株式会社 Liberaware 

  株式会社 Liberaware（本社：千葉県千葉市、代表取締役：閔 弘圭、以下「当社」）と千葉市は、両者の持

つリソースを相互に活用しながら、企業・市民が共に成長できるまちづくりに向けて有機的に連携することを

目的とした包括連携協定（以下「本協定」）を締結いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本協定は、千葉市を起点としたドローンの社会実装や機体導入の推進、公共インフラ・災害対応における技

術の高度化を通じ、持続的な地域連携モデルと新たな価値の創出を目指すものです。多様なステークホルダー

との協力により、リスク対応力を高めて災害に強いまちづくりを推進するほか、未来技術の実証フィールドと

して時代の先端に挑戦し、市内経済の発展や市民の豊かな暮らしの実現に寄与してまいります。 

 

■背景とこれまでの取り組み 

 当社は「誰もが安全な社会を作る」をミッションに掲げ、世界最小級のドローン開発と、収集データの解析

によるインフラ点検・維持管理ソリューションを提供しています。一方、千葉市は「みんなが輝く 都市と自然

が織りなす・千葉市」を掲げ、災害リスク等への対応や多様なステークホルダーとの連携による、災害に強い

まちづくりを推進しています。 

 両者はこれまで、2024年の「第 3回ドローンサミット」への共同出展や、千葉市職員向けドローン操縦体験

会、トライアル発注制度を利用した災害対応訓練などの実績を積み重ねてきました。 

 

 

Liberawareと千葉市がドローン技術の社会実装と地域課題解決に向けた 

包括連携協定を締結 

～両者のリソースを相互に活用し、企業・市民が共に成長できるまちづくりへ～ 



 

 

■連携分野および主な活動内容 

1. インフラ点検の推進 

 千葉市が保有する下水道施設（下水管、貯水管等）をドローンの研究開発や技術実証のフィールドとして活

用します。人が下水道管路内に立ち入らない「No Entry（人が下水道管路内に立ち入らない点検・調査）」の

実現に向けた実証を進めるほか、地震や破損事故等の発生時に千葉市の要請に応じて人員およびドローンを派

遣し、速やかに現場対応へ協力する体制を構築します。 

 

2. 災害発生時における連携 

千葉市消防局が実施する訓練に協力し、有毒ガス発生現場や倒壊家屋・ビル内部の調査を想定したドローン

活用の実証を行います。訓練を通じて得られた利点や改善点を消防局から当社へフィードバックし、製品開発

に活用するサイクルを確立します。また、災害発生時には市の要請に基づき、迅速に現場対応を支援する体制

を整えます。 

 

3. 市内経済の発展・振興 

 「千葉市アクセラレーションプログラム（C-CAP）」への参画を通じて市内スタートアップ企業へ講義やフ

ォローアップを実施するほか、「千葉市スタートアップエコシステム」へ参加します。また、当社が実施する

イベントへの千葉市による後援や、両者の共催による市内事業者の交流会を新たに開催し、地域経済の活性化

に寄与します。 

 

4. 教育・体験 

 市内の中学生や高校生を対象に、ドローン講座やキャリア体験会を開催します。希望する市内中学校での職

業講話や企業訪問を受け入れるほか、市内中学校や高等学校の生徒を対象としたドローンに関する講座・体験

会を実施し、次世代の興味関心の喚起と社会受容性の向上を図ります。 

 

■令和 8年度（2026年度）の具体的な事業 

本協定に基づき、今年度は以下の事業を重点的に実施いたします。 

 

・インフラ点検：国土交通省「令和 8年度 上下水道一体革新的技術実証事業（AB-cross）」に共同事業者とし

て採択された、千葉市をフィールドとする実証事業の実施。 

・教育：市立葛城中学校、市立稲毛国際中等教育学校、県立千葉工業高校、県立京葉工業高校でのドローン講

座の実施。 

 

 今後も、当社のミッションである「誰もが安全な社会を作る」の実現に向け、千葉市との強固なパートナー

シップを通じて、より安全・安心な地域社会の構築に寄与してまいります。 

 

▼株式会社 Liberawareについて 

株式会社 Liberawareは、「誰もが安全な社会を作る」をミッションに掲げ、世界でも珍しい「狭くて、暗く

て、危険な」かつ「屋内空間」の点検・計測に特化した世界最小級のドローン開発と、当該ドローンで収集した

画像データを解析し顧客に提供するインフラ点検・維持管理ソリューションを行っております。弊社は、ビジョ

ンでもある「見えないリスクを可視化する」ことに邁進し続け、人々に安全で平和な社会をお届けします。 

  



 

 

会 社 名：株式会社 Liberaware（リベラウェア） 

代 表 者：閔弘圭（ミン・ホンキュ） 

所 在 地：千葉県千葉市中央区中央 3-3-1 

設 立：2016年 8月 22日 

事業内容： 

・ド ロ ー ン 事 業：ドローン等を用いた調査・点検・測量サービス、自社開発のドローン等の販売・ 

レンタルサービス 

・デジタルツイン事業：ドローン等により取得したデータの画像処理、データ解析サービス、及び当社画像 

処理技術のライセンス提供 

・ソリューション開発事業：ハードウェアからソフトウェアまで幅広いソリューションを提供する受託開発事業 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://liberaware.co.jp/  

Ｘアカウント：https://x.com/liberaware 

〈本件に関するお問い合わせ先〉 
株式会社 Liberaware 広報：前 

TEL：090-9019-9057 / 043-497-5740 MAIL:pr@liberaware.com 


